
重
患
皇
モ

号
も
墨
事
し
た
ー

謹
妄
言
雪
子
一
蛋
警

第
一
弾

校
外
除
草
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

六
月
七
日
か
ら
七
月
ま
で

校
外
の
道
路
や
溝
の
清
掃
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

美
化
委
員
会
、
環
境
I
S

O
委
員
会
1
R
C
等
が
主
体

で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

い
う
こ
と
で
積
極
的
に
参
加

し
て
く
れ
る
生
徒
が
い
て
く

れ
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

三
年
田
か
ら

野上年月
県
総
体
・
総
文
明
け
の
六

六
日
　
（
月
）
，
三
年
生
の
学

集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

位
大
会
に
進
出
し
た
部
や

球
部
，
吹
奏
楽
部
な
ど
ま

だ
大
会
を
控
え
て
い
る
部
を

除
い
た
三
年
生
は
，
こ
の
時

期
に
一
区
切
り
を
つ
け
る
事

と
な
り
ま
す
。
集
会
で
は
，

自
分
自
身
の
進
路
を
十
分
に

考
え
て
就
職
先
や
進
学
先
を

生
徒
の
感
想
よ
り

・
緑
を
愛
す
る
こ
と
に
よ
り
、

私
た
ち
は
豊
か
な
心
を
育
め

る
と
思
っ
た
。

・
緑
を
育
む
こ
と
は
、
世
界
を

救
う
第
一
歩
だ
と
思
っ
た
。

・
植
物
を
大
切
に
、
豊
か
な
自

然
を
保
っ
て
い
き
た
い
。

・
水
や
り
を
し
て
、
生
き
物
を

育
て
る
大
切
さ
や
大
変
さ
を

知
っ
た
。

・
今
は
小
さ
な
苗
木
で
も
大
き

く
な
れ
ば
、
世
界
を
救
え
る

力
に
な
る
と
思
っ
た
。

・
里
山
の
環
境
保
護
に
少
し
で

も
役
に
立
っ
て
良
か
っ
た
。

ま
た
の
機
会
に
や
り
た
い
。

てたれり決
の就か組め

そ
の
実
現
に
向
け
て
取

む
べ
き
こ
と
な
ど
，
こ

ら
約
三
ケ
月
後
に
控
え

職
戦
線
や
受
験
に
向
け

心
構
え
を
確
認
し
ま
し

た
。

集
会
の
最
後
に
は
，
普
通
科

・
地
域
創
造
科
そ
れ
ぞ
れ
の

代
表
生
徒
が
決
意
表
明
を
述

べ
三
年
生
全
体
で
「
団
体
戦
」

の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

進
路
課
か
ら

模
擬
試
験
対
策
・

S
P
I
対
策
始
ま
る

～
土
曜
ス
ク
ー
ル
～

土
曜
ス
ク
ー
ル
を
六
月
は

十
一
日
と
二
十
五
日
の
二
回

実
施
し
ま
す
。

一
、
二
年
生
は
、
主
に
模

擬
試
験
対
策
や
、
学
び
直
し
、

検
定
演
習
な
ど
行
な
っ
て
い

ま
す
。三

年
生
は
、
進
学
希
望
者

に
は
模
擬
試
験
対
策
、
就
職

希
望
者
に
は
S
P
I
対
策
や

面
接
指
導
、
公
務
員
希
望
者

に
は
公
務
員
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
土
曜
ス
ク
ー
ル

を
有
効
に
活
用
し
、
進
路
実

現
に
つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。

生
徒
会
か
ら

六
月
二

目
か
ら
五

日
に
行
わ

れ
た
高
校

総
体
・
総

文
を
は
じ

め
と
し
た

伝
達
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
校

は
二
十
四
名
の
生
徒
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
女

子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
部
の
選
手
、
そ
し

て
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

で
南
翔
稀
く
ん
が
全
校
生
徒

の
思
い
を
背
負
い
、
北
信
越

大
会
に
出
場
し
ま
す
。
六
月

十
五
日
の
壮
行
式
で
は
生
徒

会
長
の
森
本
真
失
く
ん
よ
り

第
二
弾

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ

去
る
五
月
二
十
四
日
（
火
）
、

地
域
創
造
科
一
年
生
二
十
三

名
は
、
柳
田
校
舎
の
施
設
見

学
を
兼
ね
て
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ

イ
ブ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

生
徒
は
ド
ン
グ
リ
の
タ
ネ
ま

き
や
、
ジ
ョ
ウ
ロ
を
使
っ
て

液
肥
を
や
る
な
ど
短
い
時
間

で
あ
っ
た
が
普
段
出
来
な
い

活
動
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

いし成「
」て果一
と頑を生
選張発懸
手つ揮命

れ
ま
し
た

練
習
し
て
き
た

し
、
優
勝
目
指

て
き
て
く
だ
さ

に
言
葉
が
送
ら

次
の
大
会
も
能

登
高
魂
を
燃
や
し
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。

英
語
科
か
ら

六
月
十
日
　
（
金
）
　
に
、
英

検
が
実
施
さ
れ
、
五
名
が
受

験
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
試

験
内
容
の
変
更
で
、
「
量
・

内
容
・
構
成
」
　
を
問
う
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
テ
ス
ト
が
設
け
ら

れ
た
級
も
あ
り
、
苦
戦
を
強

い
ら
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

の
奮
闘
す
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

ま
た
、

十
七
日
に

行
わ
れ
た

高
文
連
文

化
教
室
で

は穴
水
町
の

ラ
ベ
　
ン
ダ

ー
ホ
ー
ル

に
て

「
海
を
越
え
た
挑
戦
者
た
ち
」

と
い
う
演
劇
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。
迫
力
あ
ふ
れ
る
舞
台
に

心
は
釘
付
け
で
し
た
。
演
劇

を
鑑
賞
し
た
生
徒
は
　
「
役
者

さ
ん
の
迫
力
あ
ふ
れ
る
演
技

に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
！
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

「希望の星」　　　校長　大窪　直二
地域の人口減少に歯止めをかけようと能登町も様々な施策を展開してきましたが、歯止めはかからず、町村合併した2005年に21，722人いた人口が今
年の5月1日現在、18，520人まで減少しました。そして、2040年には8，900人、2060年には4，600人と推測されています。また、能登町の漁業従事
者は、最盛期には2，000人を超えていましたが、現在は、571人です。そして、そのほとんどが65歳以上です。この現状を打開できる人は誰でしょう。能
登高校の生徒の皆さんです。だからこそ、君たちは地域の希望の星なのです。将来、地域の活性化に貢献し、豊かで安心・安全に暮らしていける地域づ
くりは皆さんの肩にかかっています。その期待に応えるために、まず高校時代に将来の基礎を築く必要があります。将来の基礎の1つは、体力■健康です。
2つ目は、生涯に渡って学び続ける自己教育力です。そして3つ目が、コミュニケーション能力です。この3つは、全ての教科、部活動、生徒会活動やボラ
ンティア活動等の学校のあらゆる活動に真剣に打ち込むことで身に着きます。また、真剣に打ち込む中で自分が何に向いていて、どんな能力を持ってい
るか知ることができます。兄いだした自分の好みや適性に応じて、この地域で豊かな人生を送るために、就職するか、大学や専門学校に進学するか選択
するのです。
「漁師になりたい」「農業が好きだ」しかし、「漁業や農業では、食べていけない」と思ったなら、漁業や農業で食べていける方法を大学や専門学校に進学
し、見つけ出すのです。生徒の皆さんが自分自身に問いかけながら、自らの進むべき路に向かって行動を起こし、一歩一歩しっかりと足を踏み出してい
ってくれることを期待します。　君たちは、地域の希望の星です。


